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鹿
谷
の
十
六
日
講
（
谷
御
講
）

　
　
　

一　

は 

じ 

め 

に

（
一
）
講
に
つ
い
て

　
「
講
」
と
い
う
用
語
は
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
頼
母
子
講
」 

「
無
尽
講
」
な
ど
の
経
済
的
講
、
あ
る
い
は
「
伊
勢
講
」「
善
光
寺
講
」「
御
嶽

講
」
の
よ
う
な
寺
社
参
詣
を
目
的
と
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
会
員
が
相
互
に

資
金
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
で
行
わ

れ
て
い
る
報
恩
講
は
他
宗
に
は
な
く
、
御
開
山
で
あ
る
親
鸞
に
対
す
る
御
恩
報

謝
に
裏
付
け
ら
れ
た
御
開
山
信
仰
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
真
宗
の
門
徒

は
、
家
と
い
う
単
位
で
は
な
く
、
信
者
の
一
人
と
し
て
、
寺
院
あ
る
い
は
本
願

寺
と
結
び
つ
く
。

　

民
俗
と
し
て
は
、
門
徒
の
一
年
の
生
活
に
お
い
て
「
ハ
レ
」
の
場
が
報
恩
講

で
、
僧
侶
が
勤
め
る
法
事
の
場
で
あ
り
、
そ
の
後
に
会
食
す
る
「
お
斎
」
の
場

は
門
徒
お
よ
び
親
類
縁
者
の
交
流
の
場
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は

一
年
間
の
労
働
の
報
謝
の
場
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
喜
び
を
阿
弥

陀
如
来
と
親
鸞
に
も
と
め
て
、
そ
こ
に
報
恩
講
が
あ
っ
た
。

　

寺
院
の
報
恩
講
法
要
は
門
徒
か
ら
み
れ
ば
、
一
つ
は
寺
院
の
勤
行
の
場
と
し

て
の
仏
事
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
寺
院
が
報
恩
講
を
執
行
す
る
た
め
に
、
門
徒

か
ら
何
が
し
か
の
報
謝
の
「
懇
志
」
を
受
納
す
る
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
懇
志
を

寺
に
納
め
る
こ
と
が
門
徒
の
務
め
で
あ
る
。
門
徒
は
日
頃
の
激
し
く
苦
し
い
労

働
の
極
地
に
、死
後
の
阿
弥
陀
如
来
の
世
界
を
伝
え
る
親
鸞
の
教
え
を
信
じ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
門
徒
は
こ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
布
教
師
あ
る
い
は

村
々
を
め
ぐ
る
説
教
坊
主
の
法
話
に
耳
を
傾
け
た
。　

　
『
福
井
県
史　

通
史
編
３　

近
世
一
』
に
は
、「
越
前
の
真
宗
」
と
い
う
節
を

も
う
け
、さ
ら
に
「
講
と
信
仰
」
と
い
う
項
を
設
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
ペ
ー

ジ
ほ
ど
記
述
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
近
世
の
江
戸
期
の
講
組
織
を
①
数
十
か

村
の
広
域
の
講
、
②
特
定
の
地
域
の
中
規
模
の
講
、
③
村
単
位
の
小
規
模
な
講

に
分
け
て
、講
の
名
称
を
羅
列
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
講
組
織
は
い
ず
れ
も
、

鹿
谷
の
十
八
日
講
（
谷
御
講
）

佐　

野　

光　

臣
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法
主
消
息
（
印
書
、
御
書
と
も
）
あ
る
い
は
親
鸞
画
像
、
蓮
如
画
像
な
ど
を
本

願
寺
か
ら
下
付
さ
れ
る
こ
と
で
成
立
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。

（
二
）
勝
山
市
内
の
講

　

勝
山
市
内
に
お
い
て
は
、
尊
光
寺
を
中
心
に
し
た
「
北
袋
五
十
三
ヶ
村
并
勝

山
町
十
六
日
講
」
が
あ
り
、顕
如
木
像
が
開
帳
さ
れ
る
の
で
顕
如
講
と
も
い
う
。

こ
の
講
は
西
本
願
寺
に
よ
り
主
導
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

「
尊
光
寺
由
緒
」
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
嶋
田
家
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
天
正
年
間
の
北
袋
一
揆
の

大
将
と
さ
れ
た
嶋
田
将
監
正
房
の
子
孫
が
、
北
袋
十
六
日
講
に
か
か
わ
り
を
も

ち
惣
道
場
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。そ
し
て
親
鸞
画
像
が
顕
如
か
ら
下
付
さ
れ
た
、

と
あ
る
。そ
の
後
嶋
田
忠
右
衛
門
正
良
は
森
川
村（
勝
山
市
北
郷
町
）に
居
住
し
、

北
袋
五
十
三
ヶ
村
を
糾
合
し
て
、
北
袋
十
六
日
講
の
講
元
と
な
り
、
北
袋
惣
道

場
と
称
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
存
す
る
も
の
は
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
准
如
か
ら
北
袋
惣
道
場
に
下
付
さ
れ
た
親
鸞
画
像
と
准
如
消
息
で
あ
る
。
そ

の
後
の
十
六
日
講
と
し
て
の
記
録
は
な
い
。
そ
し
て
嶋
田
忠
右
衛
門
正
継
の
代

に
な
り
、
天
明
の
飢
饉
を
契
機
に
田
畑
な
ど
の
資
産
を
売
り
払
っ
て
退
転
し

た
。
し
か
し
正
継
は
文
化
二
年（
一
八
〇
五
）に
北
袋
十
六
日
講
を
引
き
起
こ
し
、

今
の
勝
山
市
一
帯
で
講
子
を
得
て
布
教
し
た
。
そ
し
て
、嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）

の
広
如
消
息
で
「
北
袋
倶
会
精
舎
」
と
い
う
額
を
得
て
惣
道
場
と
し
て
の
お
墨

付
き
を
え
た
。
し
か
し
十
六
日
講
で
は
僧
侶
の
着
る
僧
衣
で
は
な
く
、
麻
の
肩

着
を
付
け
た
姿
で
勤
行
を
し
た
。
そ
し
て
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
荒
土

町
別
所
に
移
り
、
漸
く
昭
和
十
一
年
に
賢
勝
寺
の
寺
号
を
得
た
。
ま
た
『
勝
山

市
史　

第
２
巻　

原
始
～
近
世
』
に
は
「
森
川
道
場
の
お
廻
り
」
と
い
う
項
を

設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
五
三
か
村
を
廻
村
し
た
と
い
う
史
料
は
見
当
た
ら
な

い
。
そ
し
て
十
六
日
講
に
関
す
る
史
料
は
、
勝
山
の
尊
光
寺
、
平
泉
寺
の
西
念

寺
、
別
所
の
賢
勝
寺
に
分
散
し
、
研
究
者
が
随
意
に
説
明
し
、
そ
の
内
容
の
齟

齬
が
著
し
い
。

　

勝
山
市
内
で
確
実
な
講
は
、「
山
里
所
々
尼
入
二
十
五
日
講
」
と
「
四
ヶ
谷

十
八
日
講
」
で
あ
る
。
二
十
五
日
講
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
帳
簿
で
、

別
所
村
な
ど
七
か
村
の
六
四
人
の
講
子
が
顕
如
消
息
を
持
ち
回
っ
て
、
七
昼
夜

に
わ
た
り
勤
行
と
法
話
が
あ
っ
た
と
記
録
す
る
。
講
の
経
費
を
差
し
引
い
た
賽

銭
は
、「
本
山
上
り
」
と
し
て
藤
嶋
の
西
超
勝
寺
を
経
て
、
京
都
の
西
本
願
寺

へ
上
納
し
た
。も
う
一
つ
は
こ
れ
か
ら
論
じ
よ
う
す
る
鹿
谷
の「
十
八
日
講
」で
、

通
称
は
谷
御
講
で
あ
る
。

　
　
　

二　

鹿
谷
（
四
ヶ
谷
）
の
十
八
日
講
（
谷
御
講
）

（
一
）
講
の
名
称

　
「
谷
御
講
」は
、タ
ン
ニ
ョ
コ
ウ
と
言
い
習
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
鹿
谷（
四
ヶ

谷
・
四
箇
谷
）
で
お
こ
な
わ
れ
る
講
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
式
に
は
「
十
八

日
講
」
で
あ
る
。
場
所
は
勝
山
市
鹿
谷
町
な
ど
の
十
二
か
村
（
現
在
の
十
二
集

落
）
の
道
場
お
よ
び
民
家
で
あ
っ
た
。
講
が
行
わ
れ
る
時
期
は
、
毎
年
春
三
月

こ
ろ
と
暮
れ
の
十
、十
一
月
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（
二
）
十
八
日
講
の
地
域

  

鹿
谷
を
江
戸
期
は
四
ヶ
谷
あ
る
い
は
四
箇
谷
と
表
記
し
、
そ
の
村
は
、
保
田

村
・
東
遅
羽
口
村
・
発
坂
村
・
矢
戸
口
村
・
比
嶋
村
・
妙
金
嶋
村
・
西
俣
村
・
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本
郷
村
・
杉
俣
（
杉
又
）
村
・
西
光
寺
村
・
志
田
村
・
西
遅
羽
口
村
の
十
二
か

村
で
あ
る
。
鹿
谷
内
に
は
藤
嶋
の
西
超
勝
寺
、
福
井
の
本
覚
寺
、
田
原
町
の
光

明
寺
、
寮
の
勝
縁
寺
、
松
岡
の
昌
蔵
寺
、
下
森
田
の
浄
因
寺
、
上
森
田
の
巌
教

寺
、
荒
川
の
興
行
寺
な
ど
の
西
本
願
寺
派
の
道
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
門
徒
（
檀

家
・
檀
徒
）
の
信
仰
の
拠
点
と
な
る
道
場
あ
る
い
は
有
力
高
持
百
姓
の
民
家
を

宿
坊
と
し
て
、
十
八
日
講
が
行
わ
れ
た
。

　

講
は
十
二
か
村
を
順
番
に
回
り
、
春
と
暮
れ
の
二
回
あ
る
の
で
、
各
村
で
は

六
年
に
一
回
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

十
八
日
講
に
は
、
講
親
（
講
元
）
と
い
う
も
の
が
な
く
、
十
二
か
村
に
講
子

が
い
た
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
三
月
の「
十
八
日
御
講
入
用
算
用
帳
」の「
御

講
子
中
人
別
付
」
に
は
、
発
坂
村
三
人
、
杉
俣
村
五
人
、
比
嶋
村
二
人
、
志
田

村
四
人
、
矢
戸
口
村
八
人
、
本
郷
村
十
二
人
、
保
田
村
五
人
、
西
光
寺
村
五
人
、

西
俣
村
三
人
、
東
遅
羽
口
村
五
人
、
妙
金
嶋
村
三
人
、
西
遅
羽
口
村
一
人
を
記

し
、
そ
の
合
計
を
五
五
人
と
し
て
講
子
が
記
名
さ
れ
て
い
る
。（
五
五
人
と
あ

る
が
、
実
数
は
五
六
人
と
な
る
）　

ま
た
、
十
八
日
講
は
講
親
が
な
い
と
い
う

こ
と
も
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
有
力
高
持
百
姓
が
講
子
と
な
り
、
十
八
講
を
支

え
た
。
こ
の
講
は
、
講
子
が
村
を
単
位
と
し
て
十
八
日
講
を
開
き
、
村
に
あ
っ

た
道
場
を
会
場
と
し
て
法
要
が
あ
り
、
当
番
に
あ
た
る
講
子
が
世
話
役
を
引
き

受
け
て
算
用
し
、
講
の
経
費
の
収
支
を
記
録
し
て
書
類
を
残
し
、
そ
の
書
類
は

十
二
の
村
へ
と
受
け
渡
さ
れ
た
。

（
三
）
十
八
日
講
の
存
如
画
像
お
よ
び
本
如
消
息
と
、
そ
の
結
成
の
時
期　

　

こ
の
講
の
信
仰
の
中
心
は
「
存
如
画
像
」
で
あ
る
。
十
八
日
講
は
鹿
谷
の
門

徒
か
ら
の
懇
請
よ
り
、こ
の
画
像
が
本
山
か
ら
下
付
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

こ
の
講
を
結
成
し

た
時
期
は
、
講
の
構
成

村
の
一
つ
に
、
現
在
は

九
頭
竜
川
の
北
岸
に

位
置
す
る
妙
金
嶋
村

が
加
入
し
て
い
る
こ

と
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

十
八
講
が
結
成
さ
れ

た
時
期
は
、
九
頭
竜
川

の
本
流
が
妙
金
嶋
村

の
北
部
の
皿
川
側
を

流
れ
て
い
た
時
期
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
妙
金
嶋
村
は
九
頭
竜
川
の
中
洲
に

位
置
し
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
お
よ
び
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
大
洪
水

に
よ
り
南
部
で
農
地
の
川
欠
け
が
発
生
し
、
現
在
の
流
路
が
九
頭
竜
川
の
本
流

と
な
り
、
わ
ず
か
に
保
田
村
に
隣
接
し
て
残
さ
れ
た
土
地
が
妙
金
嶋
出
村
と
よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
十
八
日
講
の
成
立
は
、こ
の
天
和
三
年
以
前
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
鹿
谷
の
十
八
日
講
は
、
本
願
寺
が
西
本
願
寺
と
東
本
願
寺
に
分
派
す
る

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
後
で
、
妙
金
島
村
が
九
頭
竜
川
の
本
流
に
よ
り
分
断

さ
れ
る
天
和
三
年
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
お
そ
ら
く
慶
長
七

年
（
一
六
〇
二
）
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
七
三
）
ま
で
の
間
で
あ
ろ
う
。　

（
四
）
本
寺
と
門
徒
と
の
関
係

　

寺
院
と
道
場
と
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
二
通
り
あ
る
。

　
　
（
ア
）
本
寺･･････

道
場･･････

門
徒

存如画像
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（
イ
）
本
寺･･････

手
次
寺
（
下
寺
）･･････

道
場･･････

門
徒

　

ま
た
、
道
場
の
成
立
要
件
に
よ
り
、
惣
道
場
と
自
庵
道
場
に
分
類
で
き
る
。

　

惣
道
場
は
村
の
門
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
始
め
た
道
場
を
い
う
。
自
庵
道
場
は

村
の
有
力
者
が
、
自
宅
の
居
間
を
つ
か
っ
た
道
場
で
、
や
が
て
一
族
の
も
の
が

独
立
し
て
道
場
役
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
村
の
有
力
者
の
例
と
し

て
、
坂
井
市
丸
岡
町
上
竹
田
の
坪
川
家
住
宅
で
は
、
そ
の
一
室
が
道
場
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

鹿
谷
で
の
道
場
と
寺
院
と
の
関
係
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
資
料
と
し

て
、『
木
本
領
家
組
寺
社
并
村
々
明
細
帳
』（
天
保
八
年
〈
一
八
三
七
〉）
は
、
江

戸
期
の
幕
末
の
鹿
谷
地
域
の
鯖
江
藩
領
の
村
（
矢
戸
口
・
西
俣
・
本
郷
・
西
光

寺
・
保
田
）
の
道
場
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
勝
山
市
史　

資

料
篇　

第
４
巻　

宗
教
・
武
家
等
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
増
田
公
輔
に
よ
る
勝

山
市
内
の
道
場
調
査
を
参
考
に
し
た
。
こ
れ
は
十
八
日
講
に
つ
い
て
知
る
た
め

の
資
料
で
あ
る
。
ま
た
矢
戸
口
・
西
俣
・
西
光
寺
・
保
田
・
本
郷
（
村
高
の
三

分
の
一
）
は
鯖
江
藩
、
東
遅
羽
口
・
西
遅
羽
口
・
本
郷
（
村
高
の
三
分
の
二
）・

杉
俣
・
志
田
、
比
嶋
・
妙
金
嶋
は
幕
府
領
、
ま
た
発
坂
は
郡
上
藩
で
あ
る
。
こ

の
鹿
谷
地
域
の
十
二
か
村
の
西
本
願
寺
派
の
門
徒
を
結
ぶ
信
仰
の
組
織
と
し
て

「
十
八
日
講
（
谷
御
講
）」
が
行
わ
れ
た
。

　

保
田
村
…
上
道
場　
　

福
井
の
志
比
口
の
唯
専
寺
末
。唯
専
寺
は
現
在
無
住
。

　
　
　
　
　

下
道
場　
　

�

松
岡
の
昌
蔵
寺
末
道
場
、
昌
蔵
寺
は
江
戸
初
期
に
は

超
勝
寺
の
下
寺
の
下
吉
野
村
徳
善
寺
と
関
係
が
あ
っ

た
。
伝
蓮
如
筆
「
六
字
名
号
」
と
「
正
信
偈
」
の
一

節
の
掛
け
軸
を
も
つ
。ま
た
蓮
如
の
筆
洗
い
の
池（
硯

井
之
池
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

中
屋
道
場　

�

松
岡
の
昌
蔵
寺
末
道
場
。
昭
和
二
十
二
年
寺
号
を
称

し
、
願
生
寺
と
名
乗
る
。

　
　
　
　
　

牧
野
道
場　

�

藤
嶋
西
超
勝
寺
末
の
道
場
。
現
在
は
福
井
長
松
寺
末

の
道
場
。

　
　
　
　
　

□
□
道
場　

藤
嶋
西
超
勝
寺
末
。
廃
道
場
後
の
こ
と
は
不
明
。

　

発
坂
村
…
三
枝
道
場　

�

福
井
の
善
福
寺（
越
前
市
の
出
雲
路
派
本
山
毫
接
寺
）

末
。
自
庵
道
場
で
昭
和
六
十
年
こ
ろ
廃
止
。

　
　
　
　
　

嶋
田
道
場　

�

福
井
の
本
覚
寺
（
現
永
平
寺
町
東
古
市
）
末
。
島
田

将
監
正
房
の
子
息
の
次
良
三
郎
が
発
坂
に
定
住
し
た

こ
と
に
よ
る
、
自
庵
道
場
で
あ
る
。

　

西
俣
村
…
下
道
場　

福
井
の
本
覚
寺
末
。
寺
号
正
淋
寺
。
現
在
無
住
。

　
　
　
　
　

上
道
場�

（
本
蓮
寺
道
場
）　

小
松
の
本
蓮
寺
末
。藤
嶋
超
勝
寺
初
代

の
頓
円
鸞
芸
が
西
俣
村
の
地
を
一
時
隠
居
所
と
し
、
そ
の

後
小
松
に
う
つ
り
本
蓮
寺
を
開
く
。
寺
号
蓮
乗
寺
。
無
住
。

　

西
光
寺
村
…
専
福
寺
道
場　
（
誓
斎
道
場
）　

大
野
市
御
給
の
専
福
寺
末
。

　
　
　
　
　
　

□
□
道
場　
　

道
場
名
不
明
。
福
井
輪
番
（
西
別
院
）
末
。

　
　
　
　
　
　

興
行
寺
道
場　

�

永
平
寺
町
藤
巻
の
興
行
寺
（
荒
川
興
行
寺
）
末
。

『
勝
山
市
史
』
に
は
唯
専
寺
末
と
あ
る
。

　

志
田
村
…
福
井
田
原
町
光
明
寺
末
。

　

杉
俣
村
…
寮
（
福
井
市
）
の
勝
縁
寺
末
。

　

東
遅
羽
口
村
…
寮
（
福
井
市
）
の
勝
縁
寺
末
。

　

西
遅
羽
口
村
…
寮
（
福
井
市
）
の
勝
縁
寺
末
。
昭
和
初
期
に
道
場
の
廃
止
。
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鹿
谷
の
十
六
日
講
（
谷
御
講
）

　
　
　
　
　
　
　

高
田
道
場　

高
田
派
。黒
目（
坂
井
市
三
国
町
）の
称
名
寺
末
。

　

本
郷
村
…
…
…�

福
井
輪
番
（
西
別
院
）
よ
り
役
僧
を
迎
え
た
こ
と
で
西
本
願

寺
末
と
な
る
。
現
寺
号
宝
光
寺
。　
　

　

矢
戸
口
村
…
大
道
場　
　

�

福
井
輪
番
（
西
別
院
）
よ
り
役
僧
を
迎
え
た
こ
と

で
西
本
願
寺
末
。
現
寺
号
崇
専
寺
。

　
　
　
　
　
　

戒
善
道
場　

大
野
の
東
本
願
寺
派
法
蓮
寺
末
。現
寺
号
浄
信
寺
。

　
　
　
　
　
　

柴
切
道
場　

�
下
森
田
（
福
井
市
）
の
浄
因
寺
末
。
寺
号
西
願
寺
。

現
在
廃
寺
。
一
時
は
道
場
に
医
師
が
住
み
「
小
屋

寺
」
と
呼
ば
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

森
田
道
場　

�

柴
切
道
場
と
お
な
じ
く
、
浄
因
寺
末
。
幕
末
に
寺

号
を
得
た
が
、
初
め
南
鐘
寺
の
寺
号
を
要
望
し
た

が
、
寺
号
南
向
寺
。
令
和
二
年
廃
寺
。

　

比
島
村
…
興
行
寺
道
場　

永
平
寺
町
藤
巻
の
興
行
寺
（
荒
川
興
行
寺
）
末
。

　
　
　
　
　

本
覚
寺
道
場　

福
井
の
本
覚
寺
末

　

妙
金
島
…
興
行
寺
道
場　

上
森
田
（
福
井
市
）
の
厳
教
寺
末
。

　
　
　
　
　

本
覚
寺
道
場　

福
井
の
本
覚
寺
末
。

　

十
八
日
講
は
、
鹿
谷
内
の
浄
土
真
宗
の
門
徒
の
う
ち
、
九
割
あ
ま
り
を
し
め

る
西
本
願
寺
派
の
門
徒
が
横
断
的
に
結
び
つ
い
て
講
を
組
織
し
た
。西
超
勝
寺
・

勝
縁
寺
・
本
覚
寺
、
浄
因
寺
な
ど
の
本
寺
と
そ
の
末
寺
の
支
配
下
に
あ
る
道
場

が
、
横
断
的
に
結
び
つ
い
て
講
が
作
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

東
本
願
寺
派
の
小
松
本
蓮
寺
門
徒
と
大
野
法
蓮
寺
門
徒
、
高
田
派
の
黒
目
称

名
寺
門
徒
は
十
八
日
講
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
東
本
願
寺
派
の
門
徒
は

二
十
五
日
講
を
組
織
し
た
。
江
戸
末
期
に
は
道
場
が
寺
号
を
得
て
も
、
講
の
運

営
は
門
徒
が
中
心
と
な
り
、
寺
院
で
は
講
の
仏
事
が
行
わ
れ
る
会
場
を
提
供
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
五
）
鹿
谷
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
布
教
の
始
め　

　

鹿
谷
に
お
け
る
浄
土
真
宗
（
一
向
宗
）
の
布
教
が
、
歴
史
資
料
の
な
か
で
確

認
で
き
る
の
は
、永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
七
月
の
越
前
土
一
揆
の
史
料
で
あ
る
。

　

越
前
土
一
揆
は
、
越
前
・
加
賀
一
向
一
揆
・
甲
斐
氏
と
朝
倉
三
代
貞
景
と
の

戦
い
で
あ
る
。
加
賀
方
面
か
ら
進
入
し
た
の
は
、
越
前
か
ら
加
賀
に
逃
れ
た
超

勝
寺
・
本
覚
寺
を
中
心
と
す
る
一
揆
と
甲
斐
氏
の
軍
は
、
九
頭
竜
川
の
北
岸
に

陣
を
構
え
た
。
一
方
朝
倉
教
景
（
宗
滴
）
を
大
将
と
す
る
朝
倉
軍
は
九
頭
竜
川

の
南
岸
の
芝
原
・
中
之
郷
、
高
木
、
黒
丸
に
陣
地
を
築
い
た
。
一
揆
軍
の
猛
攻

に
朝
倉
軍
は
総
力
を
あ
げ
て
戦
い
、
勝
利
を
お
さ
め
た
。
超
勝
寺
・
本
覚
寺
な

ど
の
一
揆
軍
は
敗
れ
て
加
賀
国
に
寺
基
を
う
つ
し
た
。
そ
の
後
六
十
年
あ
ま
り

越
前
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
越
前
で
は
道
場
を
中
心
に
信
仰
が
続
い
た
。

　
『
賀
越
闘
諍
記
（
朝
倉
始
末
記
の
後
半
）』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
合
戦
に
保
田
の

国
人
（
国
侍
）
で
あ
る
田
所
弥
五
郎
は
、超
勝
寺
と
と
も
に
参
戦
し
た
。
ま
た
、

こ
の
書
に
あ
る
佐
野
は
矢
戸
口
に
拠
点
を
構
え
て
い
た
国
人
（
地
侍
）
で
、
朝

倉
貞
景
の
も
と
で
朝
倉
軍
に
参
戦
し
た
。

　

田
所
弥
五
郎
は
平
泉
寺
賢
聖
院
文
書
の
「
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
の
「
平

泉
寺
賢
聖
院
院
領
所
々
目
録
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
四
か
所
の
農
地
を
賢
聖
院
か

ら
購
入
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
永
正
三
年
の
越
前
土
一
揆
で
敗
北
し
加
賀
に
逃

れ
た
。

  

松
岡
の
昌
蔵
寺
は
、
元
禄
九
年
以
前
は
西
超
勝
寺
末
で
徳
善
寺
と
い
う
寺
号

で
あ
っ
た
。
こ
の
徳
善
寺
に
残
さ
れ
た
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
「
門
徒
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六
十
五
巻
一
号

連
判
申
状
」
に
は
門
徒
と
し
て
、
保
田
村
惣
代
十
三
名
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。

　

勝
縁
寺
は
、
天
正
の
越
前
一
向
一
揆
で
は
大
町
専
修
寺
と
と
も
に
蜂
起
し
、

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
平
泉
寺
と
戦
っ
た
。
ま
た
、
北
西
俣
の
蓮
乗
寺
は
石

川
県
の
小
松
の
本
蓮
寺
の
道
場
か
ら
寺
と
な
っ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
超
勝
寺
を

開
い
た
初
代
頓
円
鸞
芸
が
隠
居
後
に
北
西
俣
に
一
時
滞
在
し
、
そ
の
後
加
賀
に

う
つ
り
、
本
蓮
寺
を
開
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
鹿
谷
に
信
仰
の
あ
つ
い
超
勝
寺
系
の
浄
土
真
宗
門
徒
が
多
く
居

住
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

十
八
日
講
の
名
称
の
由
来
は
、
本
願
寺
七
世
存
如
が
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）

六
月
十
八
日
に
死
去
し
、
そ
の
命
日
で
あ
る
十
八
日
を
も
っ
て
講
の
名
称
に
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
講
の
由
来　

存
如
画
像
と
十
八
日
講
宛
本
願
寺
印
書

　

こ
の
講
で
は
、「
本
願
寺
存
如
画
像
」「
十
八
講
宛
本
願
寺
御
印
書
」、「
本
願

寺
広
如
画
像
」「
十
八
講
宛
本
願
寺
広
如
消
息
」
が
村
か
ら
村
へ
受
け
渡
さ
れ

て
い
く
。

　
「
十
八
日
講
宛
本
願
寺
御
印
書
」（
御
書
）
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に

十
八
日
講
に
下
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、こ
の
文
面
に
は
「
其
地
（
四
ヶ
谷
）

十
八
日
講
、
先
々
よ
り
例
歳
春
秋
両
度
輪
番
招
請
い
た
さ
れ
、
懈
怠
な
く
相
勤

ら
れ
冥
加
等
被
指
上
候
処
（
中
略
）
此
度
講
相
続
の
た
め
御
印
書
被
成
下
候
」

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
ま
で
は
毎
年
春
と
暮
れ
の
二
回
に
十
八

日
講
が
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
時
は
福
井
西
御
坊
本
行
寺
（
福
井
西
別
院
）
か
ら
輪

番
を
招
い
て
仏
事
を
お
こ
な
い
本
山
に
は
本
山
上
り
（
冥
加
金
）
を
差
し
上
げ

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
十
八
日
講
を
相
続
す
る
た
め
に
本
如

の
本
願
寺
印
書
を
下
す
と
あ
る
が
、
門
徒
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
尊
い
消
息
で

あ
る
。
そ
し
て
十
六
年
後
に
は
、
現
存
す
る
存
如
画
像
が
下
付
さ
れ
る
。
こ
の

軸
の
裏
書
き
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
本
願
寺
法
主
本
如
か

ら
十
八
日
講
什
物
と
し
て
下
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
寛
政
十
年

に
「
存
如
様
御
絵
於
比
嶋
村
御
隠
被
成
候
付
、
猶
又
御
本
山
へ
御
願
申
度
候
」

つ
ま
り
存
如
画
像
は
比
嶋
村
で
お
隠
れ
さ
な
れ
た
の
で
本
山
に
お
願
い
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
費
用
は
講
中
が
申
し
合
わ
せ
て
負
担
し
た
。
こ

の
経
費
を
負
担
す
る
た
め
に
講
が
継
続
さ
れ
「
寛
政
十
年　

存
如
様
御
絵
再
建

順
番
帳
」
と
し
て
、
記
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

十
八
日
講
の
最
も
古
い
記
録
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
も
の
で
、
表

紙
に
は
「
寛
政
元
年
酉
十
月
三
日　

十
八
日
御
講
入
用
算
用
帳　

保
田
村　

宿
本（

元
）

道
場
」
と
あ
る
。
保
田
村
の
道
場
が
講
の
宿
元
と
な
っ
て
講
が
開
か
れ

た
。
寛
政
年
間
は
、
各
村
ご
と
に
算
用
帳
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
享

和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
は
、
竪
帳
に
二
十
数
年
間
に
わ
た
り
、
十
二
か
村 

が
講
の
算
用
を
書
き
継
い
で
い
る
。

（
七
）
講
に
下
付
さ
れ
た
画
像
が
存
如
で
あ
る
理
由

　

蓮
如
や
顕
如
、
あ
る
い
は
教
如
の
画
像
で
は
な
く
、
蓮
如
の
父
で
あ
る
存
如

画
像
で
あ
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

存
如
（
一
三
九
六
ー
一
四
五
七
）
は
本
願
寺
七
世
蓮
如
の
父
に
あ
た
る
が
、
本

願
寺
の
教
線
を
加
賀
・
越
中
・
越
後
に
伸
ば
し
、
ま
た
坊
、
御
堂
、
御
影
堂
の

建
造
物
を
建
築
し
た
。
そ
し
て
和
田
本
覚
寺
に
は
『
三
帖
和
讃
』
な
ど
の
聖
教

を
下
付
し
て
い
る
。
藤
島
超
勝
寺
に
は
こ
の
よ
う
な
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い



7

佐
野　

鹿
谷
の
十
六
日
講
（
谷
御
講
）

が
、
経
典
類
が
下
付
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
七
月

越
前
土
一
揆
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
合
戦
に
保
田
の
田
所
弥
五
郎
は
超
勝
寺
と
と

も
に
参
戦
し
た
。
こ
の
こ
と
は
保
田
に
は
超
勝
寺
系
の
門
徒
が
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
今
も
保
田
の
下
道
場
に
は
、
伝
蓮
如
筆
「
正
信
偈
」
と
伝
蓮

如
筆
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
六
字
名
号
軸
が
伝
来
し
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
。
そ
し
て
道
場
に
隣
接
し
て
蓮
如
の
筆
洗
い
池
（
硯
井
之
池
）

が
あ
り
、
蓮
如
の
布
教
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
鹿
谷
の
十
八

日
講
の
由
来
を
考
察
す
る
上
の
参
考
に
な
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
幕
末
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
西
本
願
寺
法
主
広
如
は
、
四
ヶ

谷
十
八
日
講
宛
に
消
息
を
下
付
し
た
。
そ
れ
が
「
本
願
寺
広
如
消
息
」
で
あ
り
、

多
額
の
借
財
に
苦
し
む
本
願
寺
は
、
門
徒
へ
南
無
阿
弥
陀
仏
の
念
仏
を
御
恩
報

謝
の
称
名
で
あ
る
と
説
い
て
、
門
徒
へ
冥
加
金
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
期
に
な
る
と
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、十
八
日
講
へ
「
本
願
寺
広
如
画
像
」

が
西
本
願
寺
の
明
如
か
ら
下
付
さ
れ
た
。　

（
八
）
十
八
日
講
の
収
支
記
録
で
あ
る
算
用
帳
の
綴

　

十
八
日
講
に
は
寛
政
年
間
の
算
用
帳
に
始
ま
り
、
表
紙
が
「
享
和
元
年　

十
八
御
講
諸
用
帳
」「
文
政
四
辛
歳　

十
八
御
講
入
用
帳
」（
天
保
六
年
ま
で
）

「
明
治
七
年　

十
八
日
講
帳
」「
大
正
八
年
四
月　

拾
八
日
講
」
な
ど
が
残
さ
れ

て
い
る
。

　

次
に
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
三
月
六
日
に
行
わ
れ
た
講
の
算
用
帳
を
紹
介

す
る
。　
　

　
　

 

享
和
元
年　

十
八
日
御
講
諸
用
帳      

　

存
如
様
順
番
之
覚

　
　

酉
春　
　
　
　
　
　

保
田
村

　
　

同
暮　
　
　
　
　
　

東
遅
羽
口
村

　
　

戌
春　
　
　
　
　
　

発
坂
村

　
　

同
暮　
　
　
　
　
　

矢
戸
口
村

　
　

亥
春　
　
　
　
　
　

比
嶋
村

　
　

同
暮　
　
　
　
　
　

妙
金
嶋
村

　
　

子
春　
　
　
　
　
　

西
又
村

　
　

同
暮　
　
　
　
　
　

本
郷
村

　
　

丑
春　
　
　
　
　
　

杉
又
村

　
　

同
暮　
　
　
　
　
　

西
光
寺
村

十八日講算用帳綴の表紙
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寅
春　
　
　
　
　
　

志
田
村

　
　

同
暮　

保
田
村　

外　

西
遅
羽
口
村

　

右
之
通
順
相
勤
可
申
定

　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

　
　
　
　
　
　

覚

　

一　

銀
十
匁　
　

御
輪
番
様　
　
　
　
　
　
　

①

　

一　

同
三
匁　
　

後
夜
御
礼　
　
　
　
　
　
　

②

　

一　

同
三
匁　
　

御
若
党　
　
　
　
　
　
　
　

③

　

一　

同
二
匁　
　

御
草
履　
　
　
　
　
　
　
　

④

　

一　

同
拾
匁　
　

駕
籠
代　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　

一　

同
拾
五
匁　

宿
与
内　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

　
　
　

〆
四
拾
三
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦�
（
①
＋
②
＋
③
＋
④
＋
⑤

＋
⑥
）

　
　
　
　

外

　
　
　

銀
三
拾
匁
四
分　
　

講
銭　
　
　
　
　
　

⑧

　
　
　

同
五
拾
匁
三
分　
　

参
銭　
　
　
　
　
　

⑨
（
注　

�

散
銭
、
賽
銭
の
こ

と
）

　
　
　

惣
〆　

八
拾
匁
七
分　
　
　
　
　
　
　
　

⑩
（
⑧
＋
⑨
）

　
　
　
　

内　
　
　
　

　
　
　

四
拾
三
匁　
　
　

払
方　
　
　
　
　
　
　

⑪
（
⑦
と
同
額
）

　
　

残
三
拾
四
匁
二
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫
（
本
山
上
り
〈
冥
加
金
〉）

　
　
　
　

外

　

一　

銀
八
匁
四
分　
　
　

志
田
村
伝
右
衛
門　

⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
申
秋
預
リ

　

一　

同
三
拾
四
匁
二
分　

保
田
村
与
惣
兵
衛　

⑭
（
⑫
と
同
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　

東
遅
羽
口
村
之
所
ニ
暮
出
し
申
候　

当
酉
春
預
リ

　

一　

同
壱
匁
四
分　
　
　

妙
金
嶋
村　
　
　
　

⑮
（�

こ
の
分
は
⑰
に
加
算
な

し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
分
講
銭

　

一　

同
拾
七
匁
弐
分
壱
リ
ン　
　

申
三
分　
　

⑯

　
　
　
　

是
ハ
栗
林
村
与
惣
兵
衛
預
リ　

西
光
寺
村
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
閏
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
田
村
ニ
て
出
ス

　
　
　

預
リ
分
〆
五
拾
九
匁
八
分　
　
　
　
　
　

⑰
（
⑬
＋
⑭
＋
⑯
）

        

　
　
　
　

御
講
銭
定
覚

　
　

一　

銀
四
匁　
　
　

保
田
村

　
　

一　

同
五
匁　
　
　

本
郷
村

　
　

一　

同
五
匁　
　
　

矢
戸
口
村

　
　

一　

同
弐
匁　
　
　

西
俣
村

　
　

一　

同
弐
匁　
　
　

西
光
寺
村

　
　

一　

同
五
分　
　
　

西
遅
羽
口
村

　
　

一　

同
弐
匁　
　
　

東
遅
羽
口
村

　
　

一　

同
壱
匁
五
分　

杉
又
村

　
　

一　

同
壱
匁
五
分　

発
坂
村

　
　

一　

同
弐
匁
五
分　

志
田
村
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鹿
谷
の
十
六
日
講
（
谷
御
講
）

　
　

一　

同
壱
匁
五
分　

比
嶋
村

　
　

一　

同
壱
匁　
　
　

妙
金
島
村

　
　
　

〆
弐
拾
八
匁
五
分

　

右
書
面
之
銀
子
ハ
当
酉
三
月
保
田
村
ニ
て

　

講
中
相
談
之
上
、
定
式
出
銀
之
相
極
ニ

　

御
座
候
。
尚
又
御
此
附
之
義
ハ
、
壱
人
前

　

講
銭
弐
分
ツ
ゝ
出
銀
ニ
て
何
程
ニ
て
も
、
御
勝

　

手
次
第
之
定
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　

享
和
元
年
酉
三
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　

保
田
村　

御
宿　

　
　
　
　
　
　
　
　

道
場　

平
左
衛
門

                                                                         

　

享
和
元
年
の
春
に
保
田
村
で
お
こ
な
わ
れ
た
十
八
日
講
の
仏
事
の
記
録
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
が
、十
八
日
講
の
収
支
を
記
録
す
る
算
用
帳
が
つ
く
ら
れ
た
。

当
時
の
経
費
の
負
担
と
そ
の
支
出
先
が
わ
か
る
。
十
八
日
講
は
講
銭
と
賽
銭
に

よ
り
運
営
さ
れ
る
。講
銭
は
各
村
の
門
徒
数
に
よ
り
定
額
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、

総
額
銀
二
八
匁
五
分
で
あ
る
。
門
徒
の
多
い
本
郷
村
と
矢
戸
口
村
が
五
匁
、
少

な
い
西
遅
羽
口
村
は
五
分
で
あ
る
。
講
の
仏
事
で
参
詣
者
が
納
め
た
参
銭
（
散

銭
）
つ
ま
り
賽
銭
が
銀
五
〇
匁
三
分
で
あ
る
。
講
銭
と
賽
銭
の
総
額
は
銀
八
〇

匁
七
分
で
あ
る
。

　

支
出
は
払
方
と
記
さ
れ
て
い
る
。
福
井
の
西
御
坊
の
輪
番
に
銀
一
〇
匁
、
輪

番
に
従
う
若
党
（
侍
）
に
三
匁
、
草
履
取
（
輪
番
の
身
の
回
り
の
世
話
人
）
二

匁
、
次
に
送
り
迎
え
の
駕
籠
代
一
〇
匁
、
次
に
福
井
西
別
院
輪
番
の
宿
泊
の
世

話
を
す
る
た
め
に
、
宿

元
に
支
払
わ
れ
た
費
用

つ
ま
り
経
費
が
「
宿
与

内
」
で
、
銀
一
五
匁
で

あ
る
。
ま
た
仏
事
の
中

で
後
夜
（
夜
中
）
の
聴

聞
の
御
礼
が
三
匁
で
あ

る
。
こ
の
総
額
は
四
三

匁
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
八
〇
匁
七

分
か
ら
四
三
匁
な
ど
を

差
し
引
い
た
銀
三
四
匁

二
分
が
「
本
山
上
り
（
冥
加
金
）」
と
し
て
本
山
に
上
納
さ
れ
た
。
こ
の
外
に

収
入
と
し
て
前
回
の
負
担
漏
れ
の
収
入
が
あ
る
。

　

前
年
の
秋
預
り
、
前
回
の
本
山
上
り
の
分
、
妙
金
嶋
村
の
講
銭
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

講
宿
で
あ
る
保
田
村
の
道
場　

平
左
衛
門
が
記
録
し
、
締
め
切
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
山
上
り
は
、
一
匁
を
四
〇
〇
〇
円
と
い
う
現
在
の
価
値
感
覚
で
換

算
す
る
と
、
約
一
二
万
円
で
あ
る
。（
一
文
は
約
五
〇
円
と
し
て
計
算
）

　

こ
の
こ
と
は
、
今
も
継
続
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
三
月
発
坂
村
で
行
わ

れ
た
十
八
日
講
で
は
、
収
入
が
参
詣
者
の
懇
志
七
万
九
五
〇
〇
円
、
賽
銭

一
万
三
三
六
〇
円
で
、
合
計
九
万
二
八
六
〇
円
で
あ
る
。
支
出
は
布
教
師
三
万

円
、
本
山
上
り
は
一
万
六
八
八
〇
円
で
あ
る
。
残
り
の
四
万
五
九
八
〇
円
は
蝋 十八日講宛、本山上り領収書（明治 27 年）
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燭
・
仏
花
・
弁
当
な
ど
の
経
費
に
支
出
さ
れ
た
。
各
村
の
門
徒
の
負
担
は
無
く

な
っ
た
が
、
少
額
で
あ
る
が
、
本
山
上
り
は
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

（
九
）
現
在
の
十
八
日
講

　

平
成
二
十
五
年
春
の
十
八
日
講
は
鹿
谷
町
杉
俣
の「
杉
俣
ふ
れ
あ
い
会
館（
道

場
）」
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
布
教
師
（
大
野
市
御
給
の
専
福
寺
住
職
）
を
迎
え
て
午
前
九
時
か

ら
始
め
ら
れ
た
。
お
勤
と
し
て
正
信
念
仏
偈
（
正
信
偈
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

の
後
、天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
本
山
か
ら
下
付
さ
れ
た
本
願
寺
印
書
（
御
書
）

が
拝
読
さ
れ
、
法
話
（
説
教
）
が
二
座
あ
っ
た
。

　

お
昼
の
昼
食
と
し
て
、
お
参
り
し
た
門
徒
全
員
に
お
斎
の
弁
当
が
用
意
さ
れ

た
。

　

午
後
の
お
勤
め
は
仏
説
阿
弥
陀
経
で
あ
る
。
こ
の
後
、
本
願
寺
二
十
世
広
如

上
人
消
息
が
拝
読
さ
れ
、
法
話
が
二
座
あ
っ
た
。

　

午
後
三
時
三
十
分
こ
ろ
に
終
え
、
存
如
画
像
と
本
願
寺
印
書
お
よ
び
広
如
消

息
・
広
如
画
像
は
唐
櫃
に
お
さ
め
ら
れ
る
。
十
八
日
講
に
伝
来
し
た
古
記
録
は

長
持
に
納
め
ら
れ
る
。
唐
櫃
と
長
持
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
の
せ
ら
れ
て
、
次
の

十
八
日
講
の
当
番
で
あ
る
西
光
寺
村
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
道
場
）
に
運
ば

れ
、
秋
の
十
八
日
講
ま
で
保
管
さ
れ
た
。
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献

（
１
）『
真
宗
儀
礼
の
今
昔
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
一
年

（
２
）『
十
八
日
講
（
谷
御
講
）
所
蔵
文
書
』　

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
か
ら
の
各
年
度
の

十
八
日
講
の
記
録
綴
り
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
ま

で
の
記
録
綴
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
ま
で
の
記

録
綴
な
ど
、
貴
重
な
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）『
勝
山
市
史
資
料
編　

第
４
巻　

宗
教
・
武
家
等
』
勝
山
市
、
二
〇
〇
〇
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介
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。
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２
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「
道
場
の
世
界
」
と
い
う
項
を
も
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て
、
勝
山
市
内
に
多
く
み
ら
れ
る
道
場
と
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人
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の
信
仰
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て
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。
市
内
の
道
場
が
総
覧
で
き
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
５
）『
福
井
県
史　

通
史
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